


森山敬介さん

野一夢二さん、絢花さん

高雄大輔さん、由香さん、泉ちゃん

田本和美さん、優さん、凌さん

島民インタビュー

金田洋二郎さん

谷田晃さん、一子さん

アウトドア好き座談会

予想外！隠岐暮らしの真実

＼つながらぁや／

隠岐の島町では、島のファンとし
てつながり、関わり続けてくださ
る「つながり会員」を募集してい
ます。登録された方にはシリアル
ナンバー入りの会員カードを進呈
します。年齢・性別・居住地など
は問いません。おきがるに、お申
し込みください！

※移住者インタビュー ・特集コーナーは、 2021 年 10 月現在の情報です





概ね

（※2024 年 3月1日現在）

13,285 人

6,524 人

6,761 人

5,528 人

6,940 世帯
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“Nature Guide 遊び屋”という屋号でシー

カヤックやその他アクティビティのガイ

ドをしつつ、傍らではカニ漁師、素潜り

漁師、ワカメの水産加工業等海に関わる

仕事ばかりしている、大の海好き。

仕
事
も
、遊
び
も
、

と
に
か
く
海
の
傍
で
生
き
て
い
き
た
い

…

森
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敬
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さ
ん

↑得意の釣りでは、こんな大物を釣り上げ
　ることもしばしば

本格移住の基盤を築い
た講師時代の１年間

森山さんが初めて隠岐に住んだ
のは、小学校の講師としてやって
きた２０１５年のこと。
「幼いころからとにかく釣りが好き
だったので、それができるから、と
いう理由で赴任地として隠岐の島
町を希望しました」
このときは、１年の滞在で島を出
たが、地元の島根県大田市に戻っ
て過ごすなか、ある日ふと「あれ？
隠岐に行きたい」と思ったという。
「思い立った後、隠岐の知人に連
絡をして、すぐ島に向かいました。
年末の大荒れの海の中、フェリー
に乗って。お世話になった人達の
伝手を頼りに、春からの職探しを
したんです」
その後隠岐に本格移住をした森
山さんは、観光協会に就職。

「このとき、隠岐の島町だけでなく、
島前の各島にも人との繋がりがで
きました。観光のデータなんかもい
ろいろと見ることができて、それが
今の仕事に結びついていくんです」

漁師とカヤック、夢をか
けあわせたマルチワー
カーに転身

隠岐って、余白がいっぱいあるん
ですよ。都会ではもう埋まってい
る枠が、この島ではまだ余ってい
る。だから、完璧な形ではなくて
も、開拓しながら手を付けること
ができるのが大きな魅力といえ

さ　ん

高校生のときは漁師に、大学生の
ときはカヤックを仕事にできたら
と思っていた、という森山さん。
「けれど、現実的に考えたら、どち
らもそれだけで食っていくことは
難しいよな、という冷静な自分が
いました」
そんな中、彼はあることに気づく。
「自分がやりたいことをパっと見回
したとき、それが全部隠岐にあった
んです。それ１本では生活できな
くても、掛け合わせたらやっていく
ことができるんじゃないかなって。

ちち すぎ
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ますね」
それから彼は、酒づくり、映像制作、
海産物加工、観光ガイド、漁師な
ど、自身の興味や特技を活かし、
様々な職を掛け持つマルチワー
カーとしての活動を始めていく。
そして、遂に転機が訪れた。
「ある日、ＳＮＳ経由でシーカヤッ
クのガイドをして欲しい、というメッ
セージが届いたんです。当時ガ
イドはやっていなかったので、そ
れじゃあ起業しなきゃ、ってなって」
２０２１年には漁業権も獲得し、
漁師としての活動を開始。また、
カヤックガイドの仕事も本格化す
べく開始したクラウドファンディン
グでは、大成功を収めた。
正に、かつての夢を仕事にしたの
だった。

地元の人とは、どっぷり
付き合っています。笑

現在は、島の北東部の西村という
地区に家を借りている森山さん。
「隠岐って意外と家賃が高いんで
す。最初は西郷港の近くに家を借
りていましたが、知人を頼りに家
探しをしました」

破格の家賃で家を貸してくれると
いう人に、ある条件を出されたと
いう。
「その地区の伝統行事である“神
楽”に参加することが絶対条件だっ
たんです。地元で神楽は６歳の
頃からやっていたので、あ、僕笛
吹けますよ～って。笑」
新しい場所での暮らしは、嬉しい
ご縁をもたらしてくれた。
「隠岐は、その地区の漁師さんの承
認を得ないと漁業権を取ることが
できないのですが、近所の漁師さ
んのお手伝いをしたことがきっか
けで、それを得ることができました」
近所のお母さんたちがおかずや
野菜を持ってきてくれると、得意
の釣りで獲（え）た魚をお返しにお
すそ分け。

移住に興味のある方へ

他の移住者を見ていても思いますが、色んな
人にお世話になっているけれど、根本的な部
分はちゃんと自分でやっている。それが確立
すればするほど、周りもしっかり繋がってくれ
るんだと思います。

↓島のダイナミックな自然環境は、シーカヤックに最適だという

「飲み会の会場として使われるこ
ともよくあります。ウチは今日嫁の
機嫌が悪いから！って言って、一
人暮らしの僕のところに、２０代～
５０代くらいの男性たちが集まっ
て。笑  それぞれが酒やツマミを
皆が持ち寄って来てくれます」
見知らぬ土地でも、無意識のうち
に自身のキャラクターを活かして
溶け込んでいく彼は、人付き合い
について、こうも言う。
「可愛がってくれる人たちもいれ
ば、全く絡みのない人もいるし、
更には良く思ってない人だってい
ると思うんですよ。でもそれはど
こに住んでも当然のことなので、
気にしません。仲の良い人が理
解してくれていたら、それで良い
かなって」
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地域おこし協力隊として来島したのち、合

同会社を立ち上げる。２０２１年８月に、

第一の事業である「ボードゲームカフェ」

をオープンした夫夢二さん。

妻の絢花さんは、フリーランスのゲームク

リエイターとして活躍中。
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移住にベストだった
“隠岐のスペック”

夫婦共に、フリーランスでゲーム
制作関連の仕事で活躍している
野一ご夫妻。二人が移住の地とし
て隠岐を選んだのは、夫・夢二さ
んの入念な“下調べ”のもとだった。
夢二さん（以下、夢）「学生時代、
ゲームを作りながら日本一周をし
ていたんです。いずれ田舎に移住
をしたかったので、下調べの意味
も込めて。その中で、離島はクリエ
イティブに向いた環境だな、と思
いました。
時間の流れ方が違うし、ノイズが
少ないんです。夜も早くに店が閉
まるし、誘惑もない。ストイックな
環境が非常に良いですね」
離島を移住の地として選んだ夢
二さんは、地域おこし協力隊の募

集があった、隠岐の島町に目をつ
けた。
夢「この島のスペックは、色んなも
ののバランスが良かったんです。
例えば同じ離島でも、人口が１０
万人を超えてしまうと、開発されす
ぎていて伸びしろが少ない。逆に
１万人を切ってしまうと、生活イン
フラに不足が出てくると考えま

絢花さん（以下、絢）「私は元々香川
県の地方都市レベルの地で育った
ので、特に田舎で暮らしたい、とい
う気持ちはなかったんです。それが
ゲームクリエイターという職に就

あ
や
か

（２５歳）

さ　ん さ　ん

インターネットを通じれ
ば世界中と繋がること
ができる

した。スーパーが２か所あるので
価格競争が生じて物価に好影響
が出ているだろうし、空港もある
からいざというとき実家にも戻り
やすい。面接でやってきたとき、
港が綺麗だったのを見て、この島
の行政は、外に向けて発展させた
いんだという気概も感じました。
役場の職員さんも、この島は変
わっていかなければならない、と
腹を割って話してくれて。自分の
見立てに間違いはなかった、と感
じましたね」

↑移住を見据えて、学生時代に日本一周を
　したという夢二さん
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いて、職場で夫と出逢い、結婚。彼
の意見を聞いて、確かに離島はこ
の仕事をするのに適した場所だと
思いました。
ノイズが少ない、というのは私も
同意見です。人との関わりをシャッ
トアウトすることもできるので、同
業者を見て焦りを感じることもな
いし」
島での暮らしに、特に不便はないと
いう妻・絢花さん。
絢「スーパーもあるし、言うほど田
舎でもない。夫が事前にスペック
を見てくれていたおかげです。あ
と、ネット通販が普通にできること
には驚きました」
移住してから二年で、空家バンクか
ら新興住宅地に家を購入した二人。
夢「場所がら、近所の絡みはそんな
に無いですね。田舎ならではの人
付き合いが苦手という人でも住み
やすい地区なのではないでしょう
か」
絢「私は島での人間関係はほぼ遮
断しています。私たちの場合は、イ
ンターネットを通じれば世界中と ２０２１年８月にボード

ゲームカフェをOPEN

ないアナログゲーム。対面に相手
が必要なので、コミュニケーショ
ンの促進にもなります。現在は就
活の面接や教育の場でも活用さ
れていて、ゲームは決して趣味だ
けに収まらない、社会的に役に立
つものなんだ、ということを島民
の方に知ってもらいたい、という
想いがあります」
学生時代の仲間も島へ呼び込み、
事業を展開させていく準備は万
端だ。
夢「趣味と仕事を同一化させたかっ
たんです。そして、一生楽しく仕事
をしていきたい。そういう人を隠岐
にもっと集めたいな、と目論んでい
るところです」

クリエイターやエンジニアタイプに、島暮ら
しは向いていると思います。最適化すること
に喜びを感じる方は、自分の生活においても、
ストレスだとか余計なものを削ぎ落していく
ことができるこの生活は快感なはず。

繋がることができるので、これで
ＯＫ」
夢「とはいえ、縁もゆかりもない僕
らにとても良くしてくれる島の人た
ちに、家を買うことで“数年で出て
いっちゃうような移住者ではない
ですよ”というひとつの決意を表
明して、信用してもらえたらな、と
いう思いはありましたね」

現在合同会社を立ち上げ、第一の
事業である「ボードゲームカフェ」
をオープンした夢二さん。
夢「ボードゲームは、電源を使わ

↑仕事で家に篭りがちな絢花さんは、たまに
　夢二さんと外出して自然に触れることが息
　抜きになっている

　２０２１年８月にオープンしたボードゲームカフェ「Cachette（カシェット）」では、
↓約１３０個のゲームを楽しむことができる ※休業中（2024年3月時点）

移住に興味のある方へ
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長女・泉ちゃんの出産を期に、２０１９年

の冬に愛知県名古屋市から、妻・由香さん

の地元である隠岐の島町に一家で移住。
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人も仕事も、子育てに
とても良い環境でした

移住前は名古屋で夫・大輔さんは
サラリーマンを、妻・由香さんは看
護師をしていた。長女・泉ちゃんの
出産を期に、＂子育てをするなら
田舎でしたい＂という大輔さんの
強い希望で、由香さんの実家であ
る隠岐の島町に住むことを決意し
たという。
大輔さん（以下、大）「せかせかし
た都会ではなく、田舎でのびのび
と子育てをしたかったんです。それ
なら、奥さんの実家が離島だから
ちょうど良いじゃないか、と思って」
由香さん（以下、由）「私は島に戻
るつもりは無かったんですけど、
出産してから数日でそう伝えられ
て、よくわからずにＯＫしました」
実際に過ごすと、子育てにとても
良い環境だと感じたというご夫妻。
大「移住前は、残業で毎日夜の２３

時に帰宅する生活をしていました。
島の暮らしでは、毎日定時に帰る
ことが当たり前。子供と一緒にいる
時間が増えたことがとても嬉しい
です」
由「家が密集しているエリアに住ん
でいるんですが、小さな子どもが
少ないこともあって、大切にしてく
れるんです。近所を散歩していると、
みんなが娘に声をかけてきて＂お
菓子を買っておいたよ＂と渡され
たり。本当に、毎回手ぶらで帰るこ

とが無いんですよ」
由「保育所も、小規模で人数が少な
いぶん、しっかり見てくれていると
いう安心感があります。園児が育て
た野菜や、地元の魚を給食で使っ
たりしてくれるのも嬉しいですね」
大「僕は離島に住んだことが無かっ
たので、人間関係が島特有なのか
な、世間が狭いかな、と不安に思っ
ていた部分はありました。けれど、
実際に来てみたら良い人が多くて、
とても住みやすかったです」

ゆ　

か

（３２歳）
さ　ん さ　ん
い
ず
み

（２歳）
ちゃ　ん

��

↑＂手ぶらで帰ることが無い＂という近所のお散歩コース
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都会とは全く異なる環境を、うまく
活かして楽しむのが高雄家のスタ
イル。
由「休みの日は娘を連れて動物を
見に行くことにハマっています。ヤ
ギとか、野生の鳥とか、このあいだ
は、友人の飼っている牛を見せて
もらいに行ったり」
大「先日は海で釣りをしながらＢＢ
Ｑをしました。アウトドアが好きな
ので、もう少し娘が大きくなったら、
子連れキャンプもしたいです」
更に、元々は料理をしなかった、と
いう大輔さん、移住してからは本格
的に出汁をとったラーメンや、スパ
イスカレー作りに手を出し始めた
という。
大「向こうに住んでいたときはよく
食べに行っていたものが、島だと無
いんですよ。それなら、自分で作れ
ば良いじゃん！ってなって」
由「なかなか美味しいものを作って
くれるから、嬉しいですね」

島に無いなら、自分で
作れば良いじゃん！って

↑泉ちゃんが１歳の頃、写真が趣味の島の友人に撮ってもらった家族写真
　趣味を通じた人々の繋がりで、すぐに友人も増えたという大輔さん

移住に興味のある方へ

家探しも仕事探しも、人との繋がりが私たち
をサポートしてくれました。
住まいさえ落ち着けば、子育てにもとても良
い環境です。

唯一にして最大の困難
は、家探しでした

現在は、空き家を購入し、そこをリ
フォームして住まいとしている高
雄家。
大「本当は色々な選択肢の中から
選びたかったけれど、そうはいきま
せんでした。まず、インターネット上
に物件情報がほぼ無いので、実際
に島に行かないと探せないんです」

由「私たちの場合は、親戚がいたか
らなんとかなったけれど・・・全くツ
テが無い人なんかは、諦めて、移住
やめようかな、ってなるんじゃない
かな、というほど苦労しました」
大「家探しはもちろん、仮住まいの
手配や引っ越しのサポートなんか
も、もっと行政が頑張ってくれたら、
移住者は増えるんじゃないかな、
と思いましたね」

↑釣りをしながらBBQをした日、
　ビーチでお昼寝の泉ちゃん



田
本 

和
美　

　
　

 

優　
　
　

凌

た
も
と  

か
ず
み

（５９歳）
移住歴３年

和
歌
山
県
出
身

飲
食
店
経
営

西郷地区内で「居酒屋まぁる」を営む３人

親子。約２０年前に隠岐に住んだ経験が

きっかけとなり、２０１８年に再び移住。
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島に初めてやって来た
のは、約２０年前

広 と々した店内は、まるで都会の
ようなモダンな雰囲気が漂う。地
元の若者グループや、会社帰りの
常連客でにぎわう「居酒屋まぁる」。
この店を切り盛りしているのが、田
本和美さん・優さん・凌さんの３人
だ。
和歌山県出身の田本一家が、この
島に初めてやって来たのは、約２
０年前のことだった。
和美（以下、和）「知り合いのツテで
仕事を紹介してもらい、島へやって
来たんです。そのときは、この場所
がとても気に入ったわけではなかっ
たけれど、仲の良い友達ができて。
それが現在の暮らしに繋がってい
ます」
島にやって来る前は岡山県の都市
に住んでいた一家は、都会との
ギャップに驚いたという。

優「当時私は中学生でした。隠岐
のことは何も知らなくって、とにか
く田舎でびっくりしたことを覚えて
います。エスカレーターがある（※）
ことに驚くくらい、何もない場所、
という印象が残っています」
その後、一家はいちど隠岐を離れ
ることになる。
優「私と母は、１０年ほど隠岐に住
みました。母が勤め先の本社に異
動することになり、一緒に岡山県
に再び戻ることになりました」
凌「僕は小～中学校の８年間くら
い隠岐に住みました。都会の暮ら

しに憧れたこともあり、大学卒業ま
では東京都内で暮らしていました」

↑ワイングラスホルダーは、DIYが得意な
　優さんによる手作り

ゆ
う

（３５歳）

さ　ん さ　ん

り
ょ
う

（２６歳）
さ　ん

�
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※当時は島にエスカレーターがあった。
　2021年現在は無い。

そんな３人が、再び隠岐へ戻って来
るきっかけになったのがこの「居酒
屋まぁる」だった。
和「元々は飲食店を何店舗か経営
していた経験もあり、いつかは脱
サラをして、商売をしたいと考えて
いました。元々転勤族だったので、
思い入れのある土地が少なかった
のですが、島には信頼できる良い
友達が居たこともあり、隠岐でやり
たいな、と思い物件を探していた
んです」
島の知り合いから空き物件の情報
が入り、２０１８年の夏、まず和美
さんが単身隠岐へ戻ってきた。その

一度ばらばらに暮らし
た３人が、再び島に
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後、都内で就活中だった凌さんに
声をかけたという。
凌「ゆくゆくは自分でお店がしたい
という想いがあり、迷いながらもそ
の誘いを受けることにしました。母
は昔から一家の大黒柱で、パワー
があるし、経営や料理の知識もあ
る。今は修行のつもりでやっていま
す」
その後、今度は凌さんが、岡山で
働く優さんに声をかけた。
凌「まず、家族で一緒に居たい、と
いう想いが一番にありました。あと
は姉の仕事ぶりは昔から見ていた
ので、他の人とやるよりも、上手く
いくだろうなと思ったんです」
優「その時は、仕事で役職もついて
いたし、辞めるつもりはなかったん
です。けれど、昔からお母さんっ子
で、離れたことが寂しかったことも
あって、行くことを決意しました」
和美さんの動きが中心となって、家
族の絆が結ばれ、再び隠岐での暮
らしが始まった。

移住に興味のある方へ

良くも悪くも距離感が近い場所だと思います。
閉鎖的なところもあるけれど、耐性があるの
か、移住者にも優しいです。
起業するにあたっても、”スキマ”がたくさんあ
るので、目を凝らせばチャンスは多いですよ。

↑店の入り口で。「まぁる」という店名は和美さんの思い付き。

まぁるをきっかけに、
家族それぞれの暮らし
も充実

営業時は、母・和美さんが調理を、
姉の優さんは接客を、そして弟の
凌さんがその中間ポジションを担
当しているという。この仕事をきっ
かけに、家族それぞれの暮らしも
充実しているようだ。
和「子どもたちのおかげで、若い
お客さんも来てくれるのは嬉しい
ですね。休みの日に会うと、声をか
けてくれたり。私は死ぬまで働くタ
イプなので、お休みの日も食べ歩
きをしたり、常に研究しています」
優「接客は好きだけれど、実は人見

知りだったんです。隠岐の人はあっ
たかくて、常連さんとも仲良くなれ
たことが一番の喜びです。今はお
休みの日をなるべく充実させて、
飲みに行ったりして人 と々交流す
ることが大好きになりました」
凌「今は修行感覚で、料理や接客
のスキルが身についていくことが
楽しいです。最近は僕個人でファス
トフードの出張店舗を運営し始め
て、独立への第一歩を踏み出した
感覚です」
それぞれの特技やセンスを活かし
ながら、隠岐に無いものを創り出
していく田本一家の挑戦はまだま
だ続いていく。

↑店内奥にある３室の個室はモダンな雰囲
　気。ここには優さんと凌さんのアイデア
　やセンスが詰まっている

島内では稲作が盛んに行われており、なかでも稲に藻塩の水溶液を散布して育
てるブランド米「島の香り 隠岐藻塩米」は全国で話題を呼んでいます。
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島の生活に、豊かさと
楽しさをプラスしたい

広 と々した店内には、地元産の米
や野菜・鮮魚のほか、豊富な肉類
や輸入食材まで、充実の品揃え。
更には、制服のアロハシャツを纏っ
たスタッフ達が生き生きと接客す
る店内は「ここが離島のスーパー？」
と、初めて訪れる人ならば驚きを
隠せないはず。
この一風変わった店のしくみを産
み出したのが、代表の金田さん。
「島民の暮らしに、プラスアルファ
の豊かさと楽しみを与えたい」彼
のこの強い想いは、子ども時代の
隠岐での暮らしに起因する。

島の暮らしを彩る “良い意味で期待を裏切る”
大型スーパーの立役者

島民インタビュー００１
サンテラス株式会社代表取締役社長

金田洋二郎さ　ん

ショッピングプラザ　
サンテラス

食料品を始め、日用品や衣料品売り場
から、おもちゃ屋や１００円均一まで
立ち並ぶ、島民の生活を大きく支えて
いる施設。

このままでは、僕が好きにな
れなかった隠岐と変わらない

い入れはありませんでした。隠岐
が好きではなかったし、島を出た
ときは、戻るつもりもありませんで
した」
そう語る彼が家業のこともあって
島へ帰ることになったのは、２０
０２年のこと。
「海外生活や、大阪の大手スーパー
での勤務を経験した僕は、当時は
とにかく隠岐にないものを入れた
い、田舎を脱却したい、と躍起になっ
ていました。けれど、お客様や従業
員からは総スカン。全くの空回りで
した。その後は、これまでのやり方
に従いながら業務に取り組んだも
のの、“このままじゃ僕が子どもの頃
好きになれなかった隠岐と変わら
ないじゃないか”と思ったんです」
そこから、これまで単独で行ってい
たアメリカでの視察を始め、あらゆ
る驚きや感動を「スタッフと共に体
験」することを始めた金田さん。
「場面を共にした相手がいると、思
い描くイメージが一気に伝わりや
すくなります。個人が自分のやりが
いや存在意義を求め始め、店のし
くみにもどんどん新しいものが取
り入れられていきました」

より幸せな隠岐を目指して

その一方で、島民の元々の性質も
大切にしているという。
「隠岐の人って、周りの人のために
凄く必死に働くんです。表も裏も、素
直に見せてくれるところも面白い
ですね。それを無理に変えることは
せず、個性を発揮してもらうよう心
掛けています。幼少期には知らな
かった隠岐の良さが、人々を通して
見えてきたんです」
地産地消による子ども達の食育、
島のスポーツイベントのスポン
サー事業など、スーパーとしての
枠組みを超えた取り組みをおこな
う金田さんは、「島の人に“サンテラ
スによって幸せになった”と言っても
らうことが、今一番のやりがいと
喜びです」と意欲を膨らませている。

↑ 2019年に大規模改装された店内

「何もない田舎の暮らしに特に思

↑ 隠岐で獲れた鮮魚も並ぶ

か ね だ  よ う じ ろ う
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ただモノを売るだけでは
ない雑貨屋さん

島根の器やお土産、日用品等が雰
囲気良く並んだ店の奥へ進んでい
くと、大きなテーブルと、キッチンカ
ウンターが構えている。店内には、
商品をじっくりと品定めする人、お
茶を飲みながら談話する地元の主
婦、ＰＣを広げて何やら作業をして
いる旅人のような若者。夕刻になる
と、スーツ姿で仕事帰りにビールを
一杯飲みに来るお客さんも。
その一人一人に声をかけて、暖か
く迎え入れるのが、店主の谷田ご
夫妻。この、「ただモノを売るだけ
ではない雑貨屋さん」は、果たして
どのように出来上がったのか。

地元民×移住者×旅人が面白いこと・
新しいことを生み出す場所

島民インタビュー００２
京見屋分店　店主

谷田晃　一子さ　ん

贈り物・うつわ・お茶・くらしの道具
京見屋分店

雑貨を販売しつつ、コーヒーやクラフ
トビールを飲めるカフェスペースも備
えた、島民や移住者・旅人の交差点に
もなっているお店。

突然やってきた
クロマツのテーブル

はありました。先代の頃から、お客
さんが来たら、お茶を飲んでもらっ
ていく、という習慣があったんです。
自分たちも、外で人に会ったら、店
に足を運んでもらえるように“今度
お茶飲みに来てよ”って声をかけて
いたんです」
この独特なスタイルが、今の京見
屋分店に繋がっていく。
「ある日、お世話になっている工務
店の方が、島内産のクロマツで作っ
た大きなテーブルを持ってきたん
です、いきなり。笑 始めは置く場所
もないのに困ったな、と思っていた
んですが、いつの間にかそこに人
が集まる雰囲気ができて。その辺り
から、店の空気感が変わりだしたん
です。人と人がここで出逢って、面白
いアイデアをくれる。それによって
店の方向性も大きく変わっていきま
した」

私たちに個性はない。それ
が集う場所になっているだけ

２０１９年にはキッチンとカフェカ
ウンターを導入し、クラフトビール
の提供も開始。ゲストを迎えての
フード販売やビール祭りなど、イ
ベントは毎回大盛況だ。
「次 と々新しい人に出会うことで、こ
ういうことができたらいいな、あの
人とこんなことができたら楽しいな、
と盛り上がっていく。若い人を応援
するというよりは、一緒に楽しませ
てもらっている感覚です」
“自分たちに個性はない、それが集
まる場所になっているだけ”控え
めにそう語る二人だが、その交流
を目一杯楽しみ大切にする姿に、
多くの人たちが引き寄せられてい
るのだろう。

↑クロマツのテーブルに人が集まる

さ　ん

元々は主に日用品販売をしていた
このお店を、先代から引き継いだ
のは２０１１年のこと。
「当時は、カフェ的な要素は無く、
ただ棚に商品を並べて売るだけ
の店でした。でも、いつも誰かしら
がやってきて、店の隅でお茶を飲
んで喋っては帰っていく、というの ↑イベント開催時は毎回大盛況

た に だ  あ き ら     か ず こ



アウトドア好き座談会in隠岐の島町
隠岐の島町の大自然のなかで

we love

in OKI

日々外遊びを満喫する４人のメンバーに

…

町
島
の
岐
隠

　会
談
座
き
好
ア
ド
ト
ウ
ア

in

その魅力を語ってもらいました！



たくみ
島内出身　在住歴２４年
趣味：キャンプ、マリンスポーツ、
　　 自転車　etc

島外に住んだことの無い、生粋の
隠岐っ子。小学・高校時代はヨッ
ト部に所属しており、海遊びが特
に得意。

ともこ
東京都出身　移住歴５年
趣味：ダイビング、シーカヤック、ス
　　 ノーケリング、トレッキング

国内外での経験を活かしネイチャー
ガイドやシーカヤックインストラクター
として活動するほか、私生活でも自
然遊びを満喫。

まき
島内出身　Uターン歴５年
趣味：登山、キャンプ、アウトドアクッ
　　キング

観光関連の仕事に従事。趣味の登
山では、秋は落ち葉の踏み心地を、
冬は雪景色の異世界感を楽しむの
が好き。

たつる
神奈川県出身　移住歴４年
趣味：外で過ごすこと

祖母が住む隠岐の島町に地域お
こし協力隊として移住。自然ガイ
ドのほか、コーヒー屋など、「なん
でも屋」として活躍中。

さき（司会者）
静岡県出身　移住歴８年
趣味：魚突き、ロードバイク

ゲストハウス経営やweb制作など
マルチワーカー。最近のマイブーム
は果物のなる木に登ること。

さき　みなさん、普段はどんなア
ウトドア活動をしているんですか？

ともこ　私は元々海が好きだった
のですが、最近は山遊びをしてい
ます。隠岐の山はがっつりとした登
山じゃなくて、気軽に入れます。そ
れでいて、植物の生態が面白いか
ら、奥深いんですよ。（持参したす
ももを食べながら）あと食べられ
る果実を収穫できるのも嬉しい
ですね。笑

まき　私も登山が好きで、よく山
頂でクッキングをするんです。ホッ
トサンドを作ったり、お抹茶を習っ
ていたことがあるので、野点をし
たり。こないだ作ったパスタも美
味しかったな～

たつる　今日のメンバーも何人
か参加しているんですけど、島に
住むアウトドア好きが集まったグ
ループがあって。登山、キャンプ、
カヤック、ダイビング、写真とか、
それぞれが得意分野を持ってい
る面白いメンバーで。この中の誰
かが言い出しっぺになって、外遊
びをすることがよくあります

たくみ　移住したての人に声を
かけたりもするので、このグルー
プに参加したことでアウトドアに
ハマったというパターンもけっこ
うあるんですよ

まき　私も島に帰って来た当時
は登山しかしていなかったけど、
今ではキャンプもするようになっ
たのは、この仲間たちの影響が
大きいですね

移住者も参加する
アウトドアサークル
があるんです

…
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座談会メンバー



いですね

たつる　僕は祖母が隠岐に住ん
でいたので、幼いころよく遊びに
来ていたんです。父のレクチャー
で海や川で釣りをして。この島は
自然がとても身近なので、遊びの
フィールドにすぐ出ていくことが
できるのが魅力的だなと思ってい
ました

さき　確かに、隠岐は普段の生活
から大自然を感じることができま
すよね

ともこ　初動がラクですよね。海
が目の前なので、仕事の合間に
水浴び感覚でＳＵＰを担いで出
て行ったり

まき　「あ、今日は天気良いから山
に行こう！」って、思い立ったらスグ
行けるのは魅力的ですね

ともこ　私、究極のアウトドアは、
自宅だと思っているんです。市街地
から離れたエリアに住んでいれば、
庭があるし、隣の家とも距離がある
から、遊び放題

さき　確かに！私は庭でＢＢＱし
たり、果物を採ったり畑仕事をした

よりコアなアウト
ドア体験を求めて

…
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たつる　僕はキャンプといえば野
宿ばっかりだったのが、ギア（道具）
を集めるようになりました。人の
を見てると欲しくなるんですよね

たくみ　で、手に入れたギアを
使うために、またみんなに声を
かけて、遊ぶことになる。笑

自然が身近なので、
遊びの場にすぐ出
ることができる

さき　男子二人は根っからのアウ
トドア好きのようですが、なにかきっ
かけはあったのでしょうか？

たくみ　僕は小４のとき、アドベ
ンチャー教室という、島を自転車で
一周するイベントに参加したこと
が大きかったです。あとは周りに、
釣りが凄く上手な人とか、自転車
やシーカヤックでどこまでも行って
しまうような人が居たりして、そう
いう大人を見てきた経験が大き

りは日常茶飯事です。これもアウト
ドアのひとつですよね

たつる　僕これは実は誰にも教え
たくないんですけど、家の裏が絶
好の釣りスポットで。ヒラマサやタ
イにヒラメ、かなりの大物が釣れ
るんですよ。朝でも晩でも釣りし
放題！

さき　これだけ身近だと、アウトド
アはもう普段の生活の一部といえ
ますね

さき　ここまで日常的に外遊びし
ていると、そのやり方は進化して
いくんじゃないですか？

たくみ　シーカヤックなんかは、
普通のツアーで行く場所じゃなく
て、自分たちで目処を立てて長距
離を漕いだりするようになりまし
たね。１日かけて島を４分の１
周したのは楽しかったな！

たつる　僕は野池とか小川の新
しい場所を開拓するのが好きで
す。座って、瞑想したり、コーヒー
淹れたり。あと、石を積み上げたり

↑海に沈んでいく夕陽を眺めながらのキャンプ

↑絶景の「高田山」



ともこ　私こないだ、たつる君が
積んだ石、見つけたよ。笑

たくみ　誰かが来た痕跡をみつ
けて、蜘蛛の巣の張り具合で「こ
れはけっこう前に来たな」とか推
理するのとか楽しいですよね

ともこ　私は満月の日に月光浴
するのが好きなんですけど、良い
スポットに誰かの車が停まってい
るのを見つけると、同じことして
る人がいるんだな、と思って嬉し
くなります（そして自分は誰もい
ない別のスポットへ行く）

まき　ホタル、霧、紫陽花とか、季
節ごとの楽しみが年間でスケジュー
ル化されている感じもありますよ
ね

さき　みなさんのＳＮＳを見て
いると、「あ、今日は満月か！へー、
今は夜光虫の時期なんだ！」とか
分かるので助かっています。笑

…

ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
座
談
会　

隠
岐
の
島
町

in

ともこ　私は冬は南半球に逃げ
ます。無理して遊ばなくても、島の
外に出れば良いという考えです

さき　私もそっち派ですね。仕事
の自由が効くので、冬場は実家に
行ったり、沖縄や東南アジアに滞
在していたこともあります

まき　私は冬の山のほうが好き
です。景色がガラリと変わるから、
楽しいし、雪山の歩き心地も良い！

たくみ　雪道でウサギの足跡を
見つけたり、林道でソリを走らせ
たり

冬こそ究極のア
ウトドアタイム？

たつる　冬の外遊びは、虫がい
なくて快適だし、空気も澄んでい
るからとても良いものですよ

まき　そして、冬のキャンプは、
なんといっても焚火が楽しいです

たくみ　そう！キャンプというより、
焚火をしたい

さき　たくみは、焚火を始めるま
での手際がおそろしく良いよね。
登場して５分後にはもう焚火が
始まっているイメージ。笑

たくみ　焚火台は常に車に乗せ
ておいて、薪は知り合いにもらっ
たり、現地調達もできるし、サクっ
とできるんです

たつる　（取材時は真夏だったの
で）ああ、火を見てただただぼーっ
とする時間が欲しい

まき　私も焚火したい・・・

さき　みなさん本当に焚火・・・じゃ
なくて外遊びがお好きなんですね！
隠岐ならではのアウトドアの楽しみ
をお聞かせいただき、ありがとうご
ざいました！

↑風光明媚な島の自然を満喫できるシーカヤックツアー

さき　隠岐は冬がけっこう厳しい
ですが・・・みなさんは冬場どんな
アウトドア遊びを楽しんでいます
か？ ↑キャンプに欠かせない焚火タイム







オーダーメイド型アテンドサービス「移住アシスト」
移住希望の方に島ならではの暮らしを体験いただけるプランをご用意しています。

移住アシスト　隠岐

公共職業安定所（ハローワーク）

西郷大橋 西郷の市街地と、空港のある岬町を結ぶアーチ橋。シンボル的存在の赤い橋を、
「隠岐のゴールデンゲートブリッジ」と呼ぶ人もいるとかいないとか。



町内各所に町営・県営住宅があります。入居に関しては下記にご相談ください。

※満室などの理由により、ご希望に添えない場合もあります。

①お試し滞在施設（一戸建て）
隠岐の島町への定住を検討中の方に、お試し滞在施設をご用意しています。
＜使用期限＞１ヶ月以内　＜使用料＞最大３万円　※光熱水費込み。家電完備。

②定住お試し滞在住宅（集合住宅）

③U Iターン定住希望者向け住宅

④公営住宅

⑤空家・空地情報
町の空家・空地バンクに登録された賃貸・売買物件の情報を、町のウェブサイト等でご紹介しています。

バイ貝 北陸地方で知られるバイ貝ですが、実はそれらの多くは隠岐で漁獲されてい
ます。年間２００ｔ余りを出荷する、国内を代表する漁獲地なのです。

（隠岐の島町保健福祉課）

５ ５



運賃助成（航路・航空路旅客運賃低廉化事業）

カタクリ 本土では山地に分布する植物ですが、隠岐では、海岸近くに生育しています。
地域住民のボランティア活動によって、カタクリ公園として保護されています。

第1子（3歳以上児）及び第2子以降の保育料は無料です。

0歳から高校卒業までの医療費が無料です。
＜入院・通院・薬局等の自己負担＞無料
※一部、助成対象外の費用もあります。

①＜寮費・学習環境補助＞８千円/月
②＜オープンスクール参加宿泊費補助＞参加者、保護者それぞれ1万円/人
③＜下宿等家賃補助＞2万円/月、補助率2/ 3　※在学期間中のみ補助

①,②について

③について

U Iターン者・新規学卒者に定住奨励金を交付します。
＜対象者＞50歳未満のU Iターン者　※転入から180日以内に申請
　　　　　新規学卒者　※町内就職から180日以内に申請
＜交付額＞5万円/世帯　※転入時に夫婦・子育て世帯の場合は加算あり

（隠岐の島町保健福祉課）

（隠岐の島町町民課）

（離島留学)



オキタンポポ 隠岐固有種で、和タンポポの一種。セイヨウタンポポの侵入により生息が脅かされ
ており、オキタンポポの分布調査とセイヨウタンポポの駆除活動が行われています。

上限100万円　補助率2/ 3
※夫婦・子育て世帯、空家バンク登録物件の場合は加算あり

《対象者》

《補助額》

・転入日から起算して3年以内に自宅等の改修を行うUターン者又はその配偶者
・転入日から起算して5年以内に自宅等の改修を行うIターン者又はその配偶者
・卒業日から起算して5年以内に自宅等の改修を行う新規学卒者又はその配偶者
・自宅等の改修完了日から起算して180日以内に本町への転入が確約できるUターン
　者又はIターン者
・自宅等の改修完了日から起算して180日以内に本町内の企業等へ就職する新規学
 卒者

しまね縁結びサポートセンターと連携し、お相手探しや出会いのきっかけづくりなどをサポートして
います。また、隠岐の島町役場内に「しまコ」閲覧会場を定期的に開設しています。
※真剣に結婚をお考えの独身者（20歳以上）が対象です。

結婚支援

ＵＩターン者・新規学卒者を対象に、自宅等の改修費・民間賃貸住宅の家賃の一部を補助します。

※本人又は配偶者が所有し、居住する物件が対象です

※子育て加算100万円

基本上限額1万円/月　補助率2/ 3（1年目）、1/ 3（2年目）
※夫婦・子育て世帯は補助上限額に加算あり

《補助額》

《対象者》・転入日から起算して1年以内に民間賃貸住宅の賃貸借契約を行うUターン者
　又はIターン者
・卒業日から起算して1年以内に民間賃貸住宅の賃貸借契約を行う新規学卒者

※転入後1年以内に申請することが条件です



西郷
岬灯台

大正時代に初点した西洋風の白壁の灯台。国産第1号の第四等フレネルレンズが今も現役
で使用されています。噴火で形成された断崖絶壁の上に建ち、観光スポットとしても人気。

レギュラーガソリンの価格は、およそ1８0円/ℓ
※2024年3月時点

島根(出雲)空港便は島民割引(片道料金 　　円）があります。

には別途費用が生じます。



あわび 素潜り漁で獲る天然の活あわびは最高級品。平安時代、宮中の儀式では、あわびを
始めとした隠岐の海産物が不可欠であったと言われています。

医療費軽減制度や高校寮費・賃貸住宅家賃助成があります。
保育料も第 1子（ 3歳以上児）及び第 2子以降は無料となるなど
充実しています。

そのほか、各地域に診療所や歯科医院などがあります。

キャッシュレス決済対応の店舗も増えつつあります。
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